
（ふりがな）

担当者

回数 回数
第 第

1 16

回 回

第 第

2 17

回 回

第 第

3 18

回 回

第 第

4 19

回 回

第 第

5 20

回 回

第 第

6 21

回 回

第 第

7 22

回 回

第 第

8 23

回 回

第 第

9 24

回 回

第 第

10 25

回 回

第 第

11 26

回 回

第 第

12 27

回 回

第 第

13 28

回 回

第 第

14 29

回 回

第 最

15 終

回 回
　

　

前期試験

　

後期試験

史東３選・社免歴免選史東３選・社免歴免選史東３選・社免歴免選史東３選・社免歴免選

　この科目は、アジアや北米、太平洋といった個別の地域を特定していない。「発展途上地域＝諸国」という共通の位置づけがなされて

　

　

　　　各国工業の特徴

④ＡＳＥＡＮの歩みと現状

⑤インドネシアの「開発独裁」と東ティモール

　

　

総括・復習

　　　日本企業の進出

「ラテンアメリカ」

①地域概観…地形・気候

②ラテンアメリカの「辺境化」とモノカルチャー経済

③現在のラテンアメリカ

　　…各国の特徴

　

　

①東南アジアの地域概念

②農業…米作、「緑の革命」、輸出作物

③鉱工業

　　　工業化戦略

　

　

　

「東南アジア」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

③大韓民国の経済成長と金融危機

　

　

　

「朝鮮半島情勢」

①日本による辺境化…植民地政策

②朝鮮民主主義人民共和国の国家建設過程と

　 現在の食糧危機

　

　

　

　

「ブラックアフリカ」

①地域概観

②アフリカの「辺境化」とモノカルチャー経済

③環境危機と食糧不足

④南アフリカ共和国＝１９９４以降の動向

　　第二期：１６００～１７５０年

　　第三期：１７５０～１９１７年　　　　　　 この時代を中心に

　　第四期：１９１７年以降　　　　　　　　　解説する。

　

「発展途上地域への視点－３」

Ⅰ．ウォーラーステインの世界システム論

　「中核」「半辺境」「辺境」の概念

　　第一期：１４５０～１６００年

　

「西南アジア」

①イスラム教世界

②農牧業

③石油開発とＯＰＥＣ

④パレスチナ問題

⑤湾岸危機・湾岸戦争

　

　

　

世界の国家分類、「第三世界」と「発展途上国」

　

「発展途上地域への視点－２」

ロストウ（単線的発展史観）とフランク（両極的発展史観）

「授業をはじめるにあたって」

諸注意、年間授業計画の説明

 

「発展途上地域への視点－１」

前期試験（有り）、後期試験（有り）、…両方とも受験すること。レポート（無し）…自主的なレポートは受け取るが、劣悪なもの

　　　　　　　は減点する。出欠は適宜とる。長期欠席者は単位認定の対象外とする。

地３選必・社免歴免選地３選必・社免歴免選地３選必・社免歴免選地３選必・社免歴免選

みていくことにする。今年度はラテン・アメリカ、アジア、アフリカの順で紹介していく。

教科書はとくに指定しない。

参考図書：室井義雄『南北・南南問題』世界史リブレット56（山川出版社）なお中学・高校時代に使用した地図帳があれば持参すること。

     　たか　　  　 ぎ　　　　　　　 ただし

　　

いる地域が対象になる。そこで最初は「発展途上ｄｅｖｅｌｏｐｉｎｇｄｅｖｅｌｏｐｉｎｇｄｅｖｅｌｏｐｉｎｇｄｅｖｅｌｏｐｉｎｇ」という意味を世界システム論を通じて理解し、そのうえで具体的な事例を

（英文名） 　

外国地誌（発展途上地域）外国地誌（発展途上地域）外国地誌（発展途上地域）外国地誌（発展途上地域）
World  Regional  Geography (Developing  Countries)

授 業 内 容 と そ れ に 必 要 な 準 備

４単位

平成１３年度　　文学部　　授業計画表　　［ｓｙｌｌａｂｕｓ］

科目名

高高高高 木木木木 正正正正

授 業 内 容 と そ れ に 必 要 な 準 備
【授業計画】

授業のねらいと概要

教科書と参考図書：

評　価　法　：

－352－




